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Ⅰ．はじめに

　「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」に基づい
て，平成 25 年に奄美・琉球地方が世界遺産暫定一覧表へ記載さ
れることが決まった。世界自然遺産登録候補地には，八重山諸島
の一部（西表島）が含まれている（1）。これらの島嶼域の自然
遺産登録にあたっては，外来種対策の強化や森林の保全管理体制
の整備のみならず希少・固有生物種の保護が重要であり，希少植
物についても保全・増殖の推進が求められている。絶滅危惧種に
指定された維管束植物の数は，沖縄県の中でも八重山諸島が最多
である。西表島や石垣島には，24 種の木本植物が絶滅危惧種に
指定されている（2）。これらの希少樹種は，国有林や民有地に
自生するほか園芸用等として一般家庭等に植えられており，分類
や生態に関する報告がなされているが（3），種子の特性や生産
性に関する報告は少ないのが現状である。本研究では，西表島や
石垣島に自生する希少樹種の保全や増殖のための知見を収集する
ことを目的として，マングローブ樹種のヒルギダマシ（Avicennia 

marina）， 陸 生 樹 種 の ト ゲ ミ ノ イ ヌ チ シ ャ（Cordia 

cumingiana），ヤエヤマハマゴウ（Vitex trifolia），タシロマメ
（Intsia bijuga），ヤエヤマネムノキ（Albizia retusa），イソフジ
（Sophora tomentosa），クサミズキ（Nothapodytes foetida）の
着果状況，果実収量，種子形態ならびに発芽特性を調査した。

Ⅱ．材料と方法

　本研究でもちいた供試体について，以下樹種ごとに調査方法や
サンプルの調製方法等を記載する。
１．トゲミノイヌチシャ
　絶滅危惧ⅠA に分類されるムラサキ科の落葉小高木である。
本研究では，西表島北部の単独個体から 2014 年 6 月に種子を採
取した。花序当たりの果実数，100 cc あたりの果実の生重量と個

数，および種子 1 個あたりの生重量を測定した。また，種子の長
径および短径を計測した。発芽試験は，直径 9cm のガラス製
シャーレにろ紙を敷き，蒸留水で湿らせた後に，内果皮をニッ
パーで破壊した種子と非破壊の種子それぞれ 50 個を播種した。
シャーレを恒温器に入れ（23℃，連続光），4 週間後の発芽率を
記録した。
　以下の 6 樹種についても同様の調査を行った。ただし，果実の
ない樹種については種子のみを測定した。
２．ヤエヤマハマゴウ
　絶滅危惧ⅠA に分類されるクマツヅラ科の常緑高木である。
本研究では，西表島西部の単独個体から 2014 年 8 月に種子を採
取した。発芽試験には，果肉付き種子 100 個と，果肉を除去した
種子 56 個を用いた。
３．タシロマメ
　絶滅危惧ⅠA に分類されるマメ科の常緑高木である。本研究
では，石垣島西部の単独個体から 2014 年 4 月に種子を採取した。
本種については，本研究の調査期間中に着果を確認できなかった
ため発芽試験のみ行った。種皮にメスで切れ込みを入れた成熟種
子 37 個を用いた。
４．ヤエヤマネムノキ
　絶滅危惧ⅠB に分類されるマメ科の落葉高木である。本研究で
は，石垣島西部の個体から 2014 年 8 月に種子を採取した。発芽
試験には，種皮に爪切りで切れ込みを入れた種子 84 個を用いた。
５．イソフジ
　絶滅危惧ⅠB に分類されるマメ科の常緑小高木である。本研究
では，西表島西部の個体から 2014 年 8 月に種子を採取した。今
後発芽試験を行う予定である。
６．クサミズキ
　絶滅危惧ⅠB に分類されるクロタキカズラ科の常緑小高木であ
る。発芽試験は，種皮を除去した種子 108 個を鹿沼土細粒で満た
したビニール製ポットに播種して，水道水を与え，4 週間後の発
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芽率を記録した。
７．ヒルギダマシ
　絶滅危惧Ⅱに分類されるマングローブ樹種である。国内での分
布北限は宮古島であり，八重山諸島には複数の自生地がある。本
研究では，西表島東部の前良川河口域群生地内の複数個体から
2014 年 10 月に種子を採取した。種子の長径および短径を計測し
た。発芽試験は，種皮を除去した後の胎生種子胚 100 個を鹿沼土
細粒で満たしたプラスティック製バットに播種して，水道水を与
え，4 週間後の発芽率を記録した。

Ⅲ．結果と考察

　以下樹種ごとに結果および考察を記載する。データは，本文中
に記載するとともにまとめて表－ 1 に示す。
１．トゲミノイヌチシャ
　花序あたりの果実数は平均 28 個，100cc あたりの果実の収量は，
平均 67 . 9g，169 個であった。種子 1 個あたりの生重量は平均
0 . 1g であった。種子の長径は平均 9 . 0mm，短径は平均 5 . 6mm
であった。内果皮を破砕した種子の発芽率は 22% であったが，
非破壊のまま播種した場合は 0% であった。本種の種子は，非常
に硬質の内果皮に覆われている。内果皮が付いたままだと吸水が
非常に困難であることが示唆された。このことが，野外における
天然更新の困難さの一因であると思われる。さらに，発芽後の実
生苗を土耕したが，根の活着が悪く成長が遅かった。本種の保全
や増殖を考える上で，発芽の促進のみならず，育苗の最適条件を
模索する必要がある。
２．ヤエヤマハマゴウ
　花序あたりの果実数は平均 101 個，100cc あたりの果実の収量
は，平均 41 . 5g，562 個であった。果実 1 個あたりの生重量は平
均 0 . 08g であった。果実の長径は平均 5 . 7mm，短径は平均
5 . 2mm であった。果肉を除去した種子と果肉付きの種子の発芽
率はいずれも 0% であった。本種の種子と果肉は緊密に密着して
おり，果肉の除去は容易ではなかった。また，自生地においても，
非常に多産であるにもかかわらず，林床に稚樹がほとんど見られ
なかった。発芽率の低さが，野外における天然更新の困難さの一
因であると思われる。本種の保全や増殖を考える上で，発芽の促
進条件を検討する必要がある。
３．タシロマメ
　種皮に切れ込みを入れたサンプルの発芽率は 75 . 7% であった。
本種は，材質が優れているため古くから利用されており，そのた
め八重山諸島における個体数が極めて少ない。発芽率が高く，苗
畑での育苗も可能であることなどから，保全や増殖は比較的容易
であると思われる。
４．ヤエヤマネムノキ
　100 cc あたりの種子の収量は，1 , 233 個であった。種子 1 個あ
たりの生重量は平均 0 . 04g であった。種子の長径は平均 9 . 6mm，
短径は平均 5 . 3mm であった。種皮に切れ込みを入れたサンプル
の発芽率は 26 . 1% であった。本種は，着果・結実に関して個体
間差が大きかった。本年度は，西表島では結実個体を見つけるこ

とができず，石垣島西部の自生個体でのみ種子を採取することが
できた。本種は，多産かつ発芽率も良好であり，林床に複数の稚
苗を確認した。保全・増殖の比較的容易な樹種であると考えられ
る。
５．イソフジ
　種子 1 個あたりの生重量は平均 0 . 19g であった。種子の長径
は平均 7 . 9mm，短径は平均 6 . 9mm であった。西表島干立地区
における本種の自生地は，開発行為に脅かされており注意する必
要がある。
６．クサミズキ
　種子 1 個あたりの生重量は平均 0 . 29g であった。種子の長径
は 平 均 14 . 4mm， 短 径 は 平 均 6 . 7mm で あ っ た。 発 芽 率 は
14 . 8% であった。本種は，種子をシャーレ上のろ紙に播種した
場合腐敗の進行が速く発芽率が落ちた。一方，鹿沼土に直接播種
した場合，種子の腐敗も抑制され比較的良好な結果を得た。また，
網室や苗畑での育苗も容易である。これらのことから，本種の保
全・増殖は現実的なものであると考えられる。
７．ヒルギダマシ
　100 cc あたりの種子の収量は，65g，37 . 8 個であった。種子 1
個あたりの生重量は平均 1 . 72g であった。種子の長径は平均
20 . 1mm，短径は平均 16 . 8mm であった。発芽率は 97% であっ
た。本種はマングローブ樹種であり，胎生種子を有する。年毎の
豊凶はあるものの，比較的多産で発芽率も高い。ただし，海岸辺
縁部に分布するため落下種子が潮汐によって流失し，林床に更新
が見られることはほとんどない。西表島においては，個体数が比
較的多く，保全・増殖のための緊急措置は必要ないと考えられる。
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表－１　八重山産希少樹種の果実収量，種子の重量とサイズおよび発芽率

樹種名
（学名）

絶滅危惧
分類1）

採種
場所

花序当たり
の果実数

100cc 当たりの
果実の収量 種子2）

発芽率
（％）

生産量（g） 個数 １個当たり
の重量（g）

長径
（mm）

短径
（mm）

トゲミノイヌチシャ
（Cordia

cumingiana）
Ⅰ A 西表島 28±13

（n＝10）
67.9±0.4

（n＝３）
169±16

（n＝３）
0.10±0.01

（n＝110）
9.0±0.5

（n＝130）
5.6±0.4

（n＝130） 22.0

ヤエヤマハマゴウ
（Vitex trifolia） Ⅰ A 西表島 101±70

（n＝10） 41.5 562 0.08±0.01
（n＝100）

5.7±0.3
（n＝20）

5.2±0.4
（n＝20） 0.0

タシロマメ
（Intsia bijuga） Ⅰ A 石垣島 n.d3） n.d n.d n.d n.d n.d 75.7

ヤエヤマネムノキ
（Albizia retusa） Ⅰ B 石垣島 n.d n.d 1.233 0.04±0.01

（n＝100）
9.6±0.4

（n＝33）
5.3±0.3

（n＝33） 26.1

イソフジ
（Sophora 
tomentosa）

Ⅰ B 西表島 n.d n.d n.d 0.19±0.04
（n＝100）

7.9±0.6
（n＝100）

6.9±0.5
（n＝100） n.d

クサミズキ
（Nothapodytes 

foetida）
Ⅰ B 西表島 n.d n.d n.d 0.29±0.07

（n＝100）
14.4±1.8

（n＝32）
6.7±0.8

（n＝32） 14.8

ヒルギダマシ
（Avicennia

marina）
Ⅱ 西表島 n.d 65.0 37.8 1.72±0.39

（n＝100）
20.1±2.0

（n＝35）
16.8±2.0

（n＝35） 97.0

注）値は平均値±標準偏差を示す。括弧内の n は繰り返し回数を示す。繰り返し回数が１（n＝１）の項目は±・n を表記せず。
１）環境省レッドリスト（2）による。
２）発芽試験に供する単位を便宜上種子とする。解剖学的に認定される種子とは異なる場合がある。
３）未測定の項目および現在までにデータが得られていない項目を n.d（no deta）として記す。
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